愛知県介護支援専門員実務研修　実習の手引き
○実習の心得
１　実習目標の設定と学習について
実習で学ぶ意義を明らかにするために、目的・目標を明確にすることが大切です。
知識や技術だけでなく、何のためにそれをするのか、なぜそうするのか、自分の強み・弱みは何か、どう強化・改善していくのかなど、①実習前に明確にしておくこと、②各日の実習で学ぶこと、③実習先の特徴を理解し、実習先の方針に従うこと、などを確認することが大切です。

２　実習の規律・礼儀
実習生としてふさわしい態度は、人として信用を得られるかどうか判断されることにもなります。そのために実習生として規律・礼儀を守り、実習先の職員や実習協力者の理解と協力を得るためにも、報告・連絡・相談は大切です。

３　身だしなみ
実習生として大切なことは、まず最初に身だしなみを整えることです。身だしなみとは「相手に不快感を与えないように、言動や服装を整えること」です。清潔感やさわやかな服装や身だしなみは、実習に臨む意欲があるかどうかを判断されることにもなります。
４　実習中の態度
実習先では知識や技術を学ぶだけでなく、実習生自身がさまざまな問題を理解し解決する力を身につけることが大切です。そのためには、助言や指導を得る態度や、自ら学習の必要性を認識し積極的に取り組む態度が求められます。
	№
	項目
	チェック

	１
	事前学習を行って実習に望む。受けた指導内容を理解し、整理して次回に活かす。
	

	２
	特に、訪問先では実習指導者の指導に従い、不要な発言は避け、勝手に行動しない。（行動の前後に必ず報告する。）
	

	３
	自信のない不安なこと、わからないことはそのままにしないで、調べたり、質問したりして積極的に実習指導者の助言を受けること。
	

	４
	実習指導者等に質問や意見があるときは、時と場所を考えて、失礼のないようにする。
	

	５
	メモ用紙を携行し、ささいなことも含め、常に記録するよう心がける（メモを取るときは、時と場所を考えて、失礼のないようにする。）
	

	６
	各日の実習日誌は、学んだこと、気づき、新たに得た知識、感動したことなど、事実の体験を元に記載し、自己の学習につなげ、提出期限を守る。
	

	７
	実習中、実習生同士の私語は慎む。
	

	８
	内容をよく理解していない状況での実習先や職員への批判的態度は慎む。
	

	９
	原則として、休憩時間を含め、実習中には携帯電話等を使用しない。
	

	１０
	実習先の業務を習うのではなく、原理原則に基づく理論や技術を学ぶことが大切です。
	


